






















① 欠年月日 領家相伝系図   (『鎌倉遺文』<以下同>,17191号)
② 正応2(1289)関10,27 後深草上皇院宣案 (17190号)
③ 正応3(1290)7,24 東二条院令旨案  (17394号)
④ 正応3(1290)8,28 坊城俊定奉書案  (17433号)
⑤ 正応4(1291)9,28 坊城俊定奉書案  (17700号)
⑥ 永仁6(1298)10,16 伏見上皇院宣案  (19855号)



























i)『鳥取市史 第1巻 古代 。中世篇(10も(以下,『市史』と略称)
































































































正応二年間十月廿七日         雅藤
左衛門督との 御ゝつほね
内容は,因幡国宇倍宮領服部庄は順徳院の姫宮が手継を残されていなかったので,相伝すべき人が
鳥取大学教育学部研究報告 人文・社会科学 第 43巻 第 1号 (1992)
なかった,(このたび)本所の処置として,(左衛門督局が)熊野への上分をはじめとする社用を怠
りなく納入すべきであること,加えて,姫宮の菩提も弔うべきである (ということになった)とい


















































正応三         坊城前大納言








































































































東二条院令旨案       院9                (とのこ)
因幡国宇倍宮領服部庄事,正応[ ]ならひに去年の院宣にまかせて, も[  ]とく御知行候へ
きよし,                 '
東二条院令旨候也,あなかしく     帥納副
坊城前[  ]
永仁七年正月廿日        判
左衛門督との 御ゝつほね
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10 桝厳寺文書3号 (『兵庫県史』史料編,中世 3)。
(1992年4月20日受理)

